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１．はじめに

　近年、ESG（Environment（環境）、Social（社

会）、Governance（ガバナンス））投資は、資本

市場の大きな潮流となっている。それとともに、

ESG投資を行うに当たって、そのパフォーマンス

はどのようなものであるのか、パフォーマンスを

どのように評価するのか、また企業においてはそ
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